
文
楽
若
手
自
主
公
演

素
浄
瑠
璃
の
会

絵
本
太
功
記

尼
崎
の
段

浄
瑠
璃

豊
竹
芳
穂
太
夫

三
味
線

鶴
澤
清
公

開
催
日

平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
三
日(

木)

一
八
時
三
十
分
開
演

一
八
時
開
場)

会
場

砂
丘
館

新
潟
市
中
央
区
西
大
畑
町
五
二
一
八−

一

料
金

前
売
券
三
千
円

自
由
席

当
日
券
三
千
三
百
円

・
定
員
五
十
名

座
布
団
席
ま
た
は
椅
子
席
と
な
り
ま
す

・
演
奏
時
間
は
一
時
間
十
五
分
の
予
定
で
す

お
申
込
み
・
お
問
合
せ

・
電
話

０
８
０−

５
４
４
１−

７
３
７
０(

高
野)

・
メ
ー
ル

ta
k
a
n
o
@

n
u
tta

r
ib

e
e
r
.c

o
.jp

前
売
り
券
販
売
所

・
新
潟
・
市
民
映
画
館

シ
ネ
・
ウ
イ
ン
ド

新
潟
市
中
央
区
八
千
代
二−

一−

一
電
話
０
２
５−

２
4
3−

５
５
3
０

・
カ
フ

パ
ル
ム

蒼
紫

新
潟
市
中
央
区
古
町
通
六
番
九
八
七

電
話
０
２
５−

２
２
８−

２
０
５
０

・
川
辰
仲

中
川

鍋
茶
屋
向
か
い

取
扱
時
間
十
一
時
～
十
八
時

新
潟
市
中
央
区
古
町
通
八
番
町
一
四
三
九

電
話
０
２
５−

２
２
２−

２
５
６
９

・
沼
垂
ブ
ル
ワ
リ
ー
＆
ビ
ア
パ
ブ(

営
業
日
・
金
土
日

新
潟
市
中
央
区
沼
垂
東
一−

六−

一
電
話
０
２
５−

３
８
３−

８
７
２
０

主
催

素
浄
瑠
璃
を
楽
し
む
新
潟
の
会



豊
竹
芳
穂
太
夫

［
芸

歴
］

平
成
十
五
年

二
月

豊
竹
嶋
太
夫
入
門
、
文
楽
協
会
研
究
生

平
成
十
五
年

五
月

豊
竹
芳
穂
太
夫
と
名
の
る

平
成
十
五
年

九
月

国
立
劇
場
で
初
舞
台

［
受
賞
歴
］

平
成
二
十
二
年

四
月

第
三
十
八
回(

平
成
二
十
一
年
度)

文
楽
協
会
賞

平
成
二
十
三
年

四
月

第
三
十
回

(

平
成
二
十
二
年)

国
立
劇
場
文
楽
賞
文
楽
奨
励
賞

平
成
二
十
四
年

四
月

第
四
十
回
（
平
成
二
十
三
年
度
）
文
楽
協
会
賞

平
成
二
十
五
年

六
月

十
三
夜
会
賞

平
成
二
十
六
年

四
月

十
三
夜
会
賞

平
成
二
十
七
年
三
月
第
四
十
三
回(

平
成
二
十
六
年
度)

文
楽
協
会
賞

鶴
澤
清
公

［
芸

歴
］

平
成
十
六
年

四
月

国
立
劇
場
文
楽
第
二
十
一
期
研
修
生
と
な
る

平
成
十
八
年

四
月

鶴
澤
清
介
に
入
門
、
鶴
澤
清
公
と
名
の
る

平
成
十
八
年

七
月

国
立
文
楽
劇
場
で
初
舞
台

［
受
賞
歴
］

平
成
二
十
八
年

四
月

第
三
十
五
回

（
平
成
二
十
七
年
度
）
国
立
劇
場
文
楽
賞
文
楽
奨
励
賞



新
潟
駅
か
ら
バ
ス:

浜
浦
町
線
Ｃ
２
系
統
ま
た
は
観
光
循

環
バ
ス
乗
車
、
バ
ス
停
「
西
大
畑
坂
上
」
下
車
徒
歩
一
分



タ
ク
シ
ー:

新
潟
駅
万
代
口
か
ら
約
十
五
分
（
約
三
㎞
）



お
車
で
お
越
し
の
方
は
西
堀
地
下
駐
車
場(

片
道
15
分
／

60
分
無
料
券
配
布)

ま
た
は
近
隣
の
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ

を
ご
利
用
下
さ
い
．

絵
本
太
功
記

尼
崎
の
段

ご
紹
介

『
絵
本
太
功
記
』
（
え
ほ
ん

た
い
こ
う
き
、
旧
字
体
：
繪
本
）
は
、
江

戸
中
期
の
人
形
浄
瑠
璃
お
よ
び
歌
舞
伎
の
演
目
。
近
松
柳
・
近
松
湖
水

軒
・
近
松
千
葉
軒

合
作
、
時
代
物
、
全
十
三
段
。
通
称
『
太
功
記
』

（
た
い
こ
う
き
）
。
人
形
浄
瑠
璃
の
初
演
は
、
寛
政
11
年
7
月
（
17
99

年
8
月
）
大
坂
豊
竹
座
。

『
太
閤
記
』
の
主
人
公
は
勝
者
で
あ
る
太
閤
豊
臣
秀
吉
で
す
が
、
『
太

功
記
』
の
主
人
公
は
敗
者
の
明
智
光
秀
で
す
。
本
作
は
そ
の
光
秀
が
本

能
寺
の
変
で
織
田
信
長
を
討
っ
て
か
ら
、
天
王
山
の
合
戦
で
秀
吉
に
破

れ
て
滅
ぼ
さ
れ
る
ま
で
の
、
い
わ
ゆ
る
光
秀
の
「
三
日
天
下
」
を
題
材

に
し
た
も
の
で
す
。

主
君
・
尾
田
春
永
か
ら
辱
め
ら
れ
た
武
智
光
秀
は
、
つ
い
に
耐
え
ら
れ

な
く
な
っ
て
謀
反
を
決
意
し
こ
れ
を
討
ち
ま
す
。
一
方
、
高
松
城
主
・

清
水
宗
治
と
対
峙
し
て
い
た
真
柴
久
吉
は
、
こ
れ
を
知
る
と
宗
治
を
切

腹
さ
せ
、
急
ぎ
小
梅
川
（
史
実
の
小
早
川
）
と
和
睦
を
成
立
さ
せ
ま
す
。

だ
が
光
秀
の
母
で
あ
る
皐
月
は
、
こ
れ
に
怒
っ
て
家
出
し
て
し
ま
い
ま

す
。
光
秀
は
腹
を
切
ろ
う
と
す
る
が
諫
め
ら
れ
、
久
吉
を
討
つ
た
め
御

所
に
向
か
い
ま
す
。
尼
ヶ
崎
に
皐
月
は
引
き
こ
も
り
ま
す
が
、
光
秀
の

子
・
十
次
郎
と
そ
の
許
婚
で
あ
る
初
菊
の
祝
言
を
あ
げ
、
十
次
郎
は
出

陣
し
ま
す
。
そ
の
時
あ
る
僧
が
宿
を
求
め
て
き
ま
し
た
が
、
後
か
ら
来

た
光
秀
は
こ
れ
を
久
吉
と
見
破
り
、
障
子
越
し
に
槍
で
突
き
ま
す
。
し

か
し
そ
こ
に
い
た
の
は
皐
月
で
し
た
。
そ
こ
へ
瀕
死
の
十
次
郎
が
帰
っ

て
き
ま
す
。
も
は
や
戦
況
は
絶
望
的
と
な
り
、
皐
月
も
十
次
郎
も
死
ん

で
し
ま
い
、
動
転
し
た
光
秀
の
前
に
久
吉
と
佐
藤
正
清
が
現
れ
、
後
日

天
王
山
で
再
び
会
う
こ
と
を
約
束
し
て
、
去
っ
て
い
き
ま
す
。

浄
瑠
璃
の
ヤ
マ
場
の
ひ
と
つ
に
、
武
智
光
秀
の
子
息
・
十
次
郎
と
婚

約
者
・
初
菊
と
の
別
れ
の
場
面
が
あ
り
ま
す
。
十
次
郎
は
、
ひ
と
り
部

屋
に
残
り
祖
母
の
操
に
今
生
の
別
れ
を
、
婚
約
者
・
初
菊
に
は
他
家
へ

の
嫁
入
り
を
願
い
ま
す
。
そ
れ
を
聞
い
た
初
菊
は
、
十
次
郎
の
覚
悟
を

知
り
泣
き
す
が
り
ま
す
が
、
諭
さ
れ
涙
な
が
ら
に
出
陣
の
支
度
を
手
伝

い
ま
す
。

こ
の
十
次
郎
を
ひ
た
す
ら
慕
う
初
菊
の
純
情
な
気
持
ち
と
討
ち
死
に

を
覚
悟
し
て
出
陣
す
る
十
次
郎
。
ふ
た
り
は
、
現
世
で
は
結
ば
れ
な
い

恋
を
確
信
し
、
お
た
が
い
が
近
づ
き
感
情
の
高
揚
が
頂
点
に
達
し
、
十

次
郎
と
初
菊
は
盃
を
交
わ
し
て
、
十
次
郎
は
出
陣
し
て
行
く
の
で
し
た
。

■
素
浄
瑠
璃
に
つ
い
て

人
形
浄
瑠
璃
文
楽
は
、
日
本
を
代
表
す
る
伝
統
芸
能
の
一

つ
で
、
太
夫
・
三
味
線
・
人
形
が
一
体
と
な
っ
た
総
合
芸
術

で
す
。
そ
の
成
立
ち
は
江
戸
時
代
初
期
に
さ
か
の
ぼ
り
、
古

く
は
あ
や
つ
り
人
形
、
そ
の
の
ち
人
形
浄
瑠
璃
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
竹
本
義
太
夫
の
義
太
夫
節
と
近
松
門
左
衛
門
の
作

品
に
よ
り
、
人
形
浄
瑠
璃
は
大
人
気
を
得
て
、
確
立
さ
れ
ま

し
た
。

浄
瑠
璃
の
語
り
は
、
太
夫
の
義
太
夫
節
に
よ
っ
て
浄
瑠
璃

の
世
界
を
描
き
出
し
、
伝
え
る
の
で
す
が
、
場
面
の
情
景
、

物
語
の
背
景
、
登
場
人
物
全
員
の
言
葉
な
ど
、
全
て
を
一
人

で
語
り
分
け
ま
す
。

三
味
線
は
太
夫
の
語
り
と
一
体
に
な
っ
て
義
太
夫
節
の
情

を
表
現
し
ま
す
。
三
味
線
は
太
棹
で
、
一
番
太
く
て
重
く
、

駒
や
バ
チ
（
撥
）
も
大
き
く
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
重
厚

な
太
い
音
色
が
、
人
間
性
の
本
質
に
迫
る
義
太
夫
節
に
適
し

て
お
り
、
音
一
つ
の
内
に
も
、
背
景
や
心
情
な
ど
を
描
き
出

し
ま
す
。

今
回
の
「
若
手
自
主
公
演
素
浄
瑠
璃
の
会
」
は
、
こ
の
太

夫
と
三
味
線
で
行
わ
れ
ま
す
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